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［目的及び背景］  
 ビワを長期間栽培した連作園では、生産性を確保するために改植が行われているが、改植樹の樹勢
低下が問題となっている。そこで改植樹の樹勢強化を図るため、「台湾ビワ」、「瑞穂」、「楠」の実生を
台木として供試し、ビワ連作圃場における生育、収量及び果実品質に及ぼす影響を明らかにする。  
   
［成果内容］  
１．連作土壌において、｢瑞穂｣と｢楠｣の台木では定植後８年までに枯死が生じるが、｢台湾ビワ｣台木で
は枯死がみられなかった。｢台湾ビワ｣台の樹の生育は｢瑞穂｣と｢楠｣の台木に優り、旺盛な樹勢を示し
た。着花房率は３割程度で他の台木より低かった(表１)。  
   
２．果重は53g程度で｢瑞穂｣台よりやや小さいが、５年間の累積収量は｢台湾ビワ｣台が最も多かった。
果実の糖度は、｢台湾ビワ｣台木で11.6と｢楠｣実生台よりやや低いが、酸含量及び果肉硬度には差が
みられなかった(表２)。  
   
３.｢台湾ビワ｣実生台は連作土壌においても旺盛な生育を示し、収量性が高い。また果実はやや小さく
なるものの、食味は他の台木と同等である。連作園の改植樹に適した強勢台木と考えられる。  
   
［留意事項］  
 ｢台湾ビワ｣の開花期は４月、収穫期は９月である。果実は約１gの小果で、果実当たり種子数は１個
で、重さは0.5g程度である。収穫後直ちに播種し、加温施設内で２年間実生を養成し、台木として用い
る。  
   
［普及対象地域］  
 県内のビワ栽培地域  
   
［行政上の措置］  
   
［普及状況］ 
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課題名：台木利用によるビワ樹の連作障害の軽減

 
［要約］ビワ連作園における、土壌劣化に伴う改植樹の生育不良防止対策として、「台湾ビワ」
を台木にした苗木を用いることが有効である。｢台湾ビワ｣の台木は連作園でも旺盛な生育と高
い収量性を示し、改植樹の強勢台木として利用できる。

 
ｷｰﾜｰﾄﾞ（専門区分）栽培      （研究対象）果樹類-ビワ 
   （ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ) ビワ、台木、連作障害、品質向上、生育不良、改植

 
実施機関名（主  査） 農業総合研究センター 暖地園芸研究所 果樹研究室 
     （協力機関） 
      （実施期間） 平成５年度～平成14年度 
 



 
 
［成果の概要］ 
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